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〇国では、昨今の社会情勢の変化等や、今後の社会の動向を見据えつつ、持続可能な社会の実現に
向けた自転車の活用の推進を一層図るため、令和3年5月28日に「第2次自転車活用推進計画」
を閣議決定。また、「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」が令和6年6月25日に改定。

〇愛知県では、自転車活用推進法に基づき、自転車の活用を推進するための総合的な計画として「愛
知県自転車活用推進計画」を定めている。

１．計画策定の背景 1

（１）自転車活用推進計画に関する国・県の動き

平成24年11月

○安全で快適な自転車利用環境創出
ガイドラインを策定

平成28年7月

○安全で快適な自転車利用環境創出
ガイドライン改定

令和6年6月

○安全で快適な自転車利用環境創出
ガイドライン改定

■国・県の動き ■ガイドラインの経緯
平成28年12月9日 ○自転車活用推進法の成立

平成29年5月1日
○自転車活用推進法の施行
⇒[第11条]市町村自転車活用推進計画策定に努めなければならない

平成30年６月８日 ○自転車活用推進計画の閣議決定

令和2年2月18日 ○(愛知県)自転車活用推進計画の策定

令和3年5月28日 ○第２次自転車活用推進計画の閣議決定

令和5年3月22日 ○(愛知県)自転車活用推進計画の改定

令和5年4月1日 ○道路交通法改定⇒自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化

令和5年7月1日
○道路交通法改定
⇒「特定小型原動機付自転車」の位置付け
運転免許不要等の新しい交通ルールが適用

令和3年10月1日
○(愛知県)自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例施行
⇒自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化

令和6年5月17日 ○道路交通法改定⇒自転車の交通違反に交通反則切符(青切符)の交付



１．計画策定の背景 2

（１）自転車活用推進計画に関する国・県の動き

出典︓自転車活用推進計画［国土交通省］（令和3年5月）
愛知県自転車活用推進計画（令和5年3月）

■自転車活用推進計画について ※青文字︓同一文章

〇国では、自転車の活用の推進に関する総合的かつ計画的な推進を図るため、4つの目標と22の施
策を掲げている。また、愛知県では、自転車活用に関する施策の基本となる計画として位置付け、4
つの目標と20の施策を掲げている。



１．計画策定の背景 3

■安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインの改定について

出典︓国土交通省 報道発表資料 令和6年6月25日

経緯

平成24年11月 安全で快適な自転車利用
環境創出ガイドラインを策定

平成28年 7 月 同 ガイドライン改定
平成29年 5 月 自転車活用推進法施行
平成30年 6 月 第１次自転車活用推進計

画を閣議決定
令和 3 年 5 月 第２次自転車活用推進計

画を閣議決定
（同ガイドラインを改定することについて記載）

ガイドラインの主な改定内容

➀自転車活用推進法及び自転車活用推進
計画の反映

②質の高い自転車通行空間の整備 促進
③自転車専用通行帯における路上駐停車対
策の強化

④利用ルールの徹底
⑤新技術やデータの活用の促進

（１）自転車活用推進計画に関する国・県の動き

自転車活用推進法が施行され、国及び都道府県が定めた自転車活用推進計画を勘案しながら、前
回改定後に生じた情勢の変化を踏まえつつ、安全で快適な自転車利用環境の創出が一層進むよう、
本ガイドラインが令和6年６月25日に改定された。



１．計画策定の背景 4

（２）上位関連計画

■本計画の位置付け

第5次岩倉市総合計画（2021年度～2030年度）

⚫ 駅周辺での駐輪場の確保及び利用促進

五条川自然再生整備等基本計画［岩倉市］（平成26年3月）

⚫ ウォーキングやサイクリングのための施設設備
⚫ 大市場橋から竹林公園の河川整備に合わせて、歩行者・
自転車を優先とする堤防道路を整備

第2次岩倉市環境基本計画（2023年度～2032年度）

⚫ 徒歩や自転車で生活できるまちづくり

岩倉市自転車活用推進計画

関連

岩倉市都市計画マスタープラン（令和3年3月）

⚫ 歩いて（自転車で）生活できる都市づくり



１．計画策定の背景 5

■第5次岩倉市総合計画（2021年度～2030年度）

「基本施策名⑭移動環境」において、「個別施策③駅周辺での駐輪場の確保及び利用促進」が位置
付けられている。

出典︓第5次岩倉市総合計画（2021年度～2030年度）P107

個別施策︓①公共交通の利用環境整備促進

内容
誰もが利用しやすい交通環境を整えるため、鉄道、バスの維持・充実や施設の利便性・

安全性の向上について、尾北地区広域交通網対策連絡協議会等を通じて、関係機関へ
要請していきます。

個別施策︓②総合的な交通対策の推進

内容
既存の公共交通の利用を前提として、ふれ愛タクシー事業の利用促進に努めます。また、

新たな移動手段の検討や広域連携の視点により公共交通の利便性の向上をめざします。

個別施策︓③駅周辺での駐輪場の確保及び利用促進

内容
岩倉駅周辺の駐輪場の利用が一部施設に偏在していることから、有料化も含めた適正

な利用促進策や、利用状況に応じてオートバイ等を含めた新たな駐輪場の確保を検討しま
す。また、駐輪場における放置自転車の整理と撤去により施設の活用促進を図ります。

（1）公共交通の利便性の向上

施策の内容

（２）上位関連計画



【将 来 像】 健康で明るい緑の文化都市
【基本理念】 協働で育む

五条川の魅力とともに生きる
持続可能な都市づくり

１．計画策定の背景 6

■岩倉市都市計画マスタープラン（令和3年3月）

立地面（都市構造）において、「歩いて（自転車で）生活できる都市づくり」が位置付けられている。

将来都市構造図

出典︓都市づくりの目標（岩倉市都市計画マスタープラン）

【立地面（都市構造）】
歩いて（自転車で）生活できる都市づくり

〇鉄道駅やバスなどの公共交通ネットワークにより、日常

生活を歩いて（自転車で）行えるというメリットをいかし、

まちづくりと一体となった都市基盤整備や鉄道駅とのア

クセス性を向上することで、健幸※を実現できるコンパク

トな都市づくりを進めます。

※「健幸」という言葉には、だれもがいつまでも、体も心も健康で、い

きいきと幸せになれるまちをみんなで育んでいこうという思いが込め

られています。

基本理念

都市づくりの目標

（２）上位関連計画



１．計画策定の背景 7

（２）上位関連計画

■五条川自然再生整備等基本計画［岩倉市］（平成26年3月）

基本方針ごとの施策展開において、「基本方針2：五条川の美しい水と緑にふれ、人々が交流する水
辺空間を創造する」の「（3）尾北自然歩道などの散策やレクリエーション施設の充実」の中に「ウォー
キングやサイクリングのための施設整備」が位置付けられている。

出典︓五条川自然再生整備等基本計画（概要版）P6

【ウォーキングやサイクリングのための
施設設備】

〇レクリエーションや健康づくりとして、五条川

の堤防道路などを楽しくウォーキングやサイ

クリングができるよう、施設整備や草花に

よる緑化を進める。

また、五条川から周辺の観光資源への案

内誘導を充実し、五条川を活用した観

光・交流ネットワークを形成する。

基本方針 施策展開

五条川の美しい
水と緑にふれ、
人々が交流する
水辺空間を創造
する

基本方針2 （1）美しい桜並木の保全・育成

（2）魚釣りのできる水辺の創出

（3）尾北自然歩道などの散策や
レクリエーション施設の充実

（4）五条川沿川の拠点的な
施設の充実

（5）五条川沿川の岩倉らしい
景観づくり

・尾北自然歩道となる堤
防道路の舗装化
・安全安心な散策路の整
備検討
・ウォーキングやサイクリン
グのための施設整備
・施設の点検と維持管理



１．計画策定の背景 8

■五条川自然再生整備等基本計画［岩倉市］（平成26年3月）

重点プロジェクト、「竹林公園周辺の多自然川づくりと堤防道路の整備」において、「五条川右岸の堤
防道路の整備」に「歩行者・自転車を優先とする堤防道路の整備」が位置付けられている。

➀竹松公園周辺の多自然川づくりと堤防道路
の整備

②桜並木の保全育成
③市民参加による五条川に関する取組の充実

五条川右岸の堤防道路の整備

〇大市場橋から竹林公園の河川整備に合わせて、

歩行者・自転車を優先とする堤防道路を整備する。

これにより、市内の五条川沿いは、ほぼ全区間で通

行できるようになり、散策などによる市民のさらなる

利用が期待される。

護岸の整備イメージ図

出典︓五条川自然再生整備等基本計画（概要版）P17

（平面図）

（断面図）

重点プロジェクト

（２）上位関連計画



１．計画策定の背景 9

■第2次岩倉市環境基本計画（2023年度～2032年度）

「基本方針1 脱炭素社会の実現」において、「環境負荷の少ない都市づくり」で「徒歩や自転車で生活
できるまちづくり」が位置付けられている。

将来都市像 基本理念

健

康

で

明

る

い

緑

の

文

化

都

市

五
条
川
の
恵
み

将
来
へ
つ
な
ぐ

人
と
環
境

基本方針1 脱炭素社会の実現

基本方針2 循環型社会の構築

基本方針3
自然と共生と
生物多様性の保全

基本方針4
安全・安心・快適な

生活環境づくり

1 環境にやさしいライフスタイル
の促進

2 環境に配慮した事業活動・
行政の率先行動の推進

3 環境負荷の少ないまちづくり
の推進

基本方針 基本施策

➀緑の保全と創造
②自動車における環境負荷の軽減
③徒歩や自転車で生活できるまちづくり

単位施策

出典︓第2次岩倉市環境基本計画（2023年度～2032年度）P30、31

（２）上位関連計画



２．検討委員会の概要 10

（１）検討委員会の設置目的

「岩倉市自転車活用推進計画」を策定するにあたり検討・調整が必要な事項について、関係者間で協
議するため、検討委員会を設置する

（２）各回で議論する主な内容

第1回委員会 令和6年8月5日（月）

⚫ 計画策定の背景
⚫ 検討委員会の概要
⚫ 推進計画の構成と検討事項
⚫ 岩倉市の現状の課題と施策の事例
⚫ 今後のスケジュール

議論のポイント

⚫ 計画策定にあたっての問題・課題認識の
共有

⚫ 施策に関する議論

第2回委員会 令和6年11月開催予定

⚫ 自転車利用環境の現状と課題
⚫ 基本方針と計画目標
⚫ 施策と実施スケジュール

第3回委員会 令和7年3月開催予定

⚫ パブリックコメントの実施結果
⚫ 施策と実施スケジュール
⚫ 計画の推進体制およびフォローアップ方法



３．推進計画の構成と検討事項 11

（１）推進計画の目的

（２）推進計画の構成（案）

国や愛知県の自転車活用推進計画を踏まえて、岩倉市の実情に応じた自転車の利用に関する環境整
備や安全利用に向けた施策（空間整備、普及啓発等）を推進するため、「岩倉市自転車活用推進計
画」を策定する

第1章 計画策定の背景

（計画の目的・区域・期間、計画の位置づけ）

第2章 自転車利用環境を取り巻く動向

第3章 岩倉市の自転車利用環境の現状と課題

第4章 基本方針と計画目標

第5章 施策と実施スケジュール

第6章 計画の推進体制およびフォローアップ方法

第1章 計画策定の背景

第2章 自転車利用環境を
取り巻く動向

第3章 岩倉市の自転車利
用環境の現状と課題

第4章 基本方針と計画目標

第5章 施策と実施スケジュール

第6章 計画の推進体制および
フォローアップ方法



３．推進計画の構成と検討事項 12

【参考】事例①自転車通行空間の整備（名古屋市）

●自転車利用環境の現状と課題 ●施策

 50%を超える市民が自転車を利用

 全国と比較して自転車関連事故の割合が高い

 自転車通行空間を計画的に整備することを促進

出典︓名古屋市自転車活用推進計画、名古屋市自転車通行空間ネットワーク計画



３．推進計画の構成と検討事項 13

【参考】事例②自転車の安全利用の促進（愛媛県）

●自転車利用環境の現状と課題（目標） ●施策

 ヘルメット着用努力義務化を踏まえ、ヘルメット
着用をより一層推進

 ドライバーへ自転車が安全に通行できるように
「思いやり1.5m運動」を実施

 自転車が関係する事故のない社会を目指す

思いやり1.5m運動
自動車等の運転者に対して自転車の側方を通過するときは、1.5メートル以上の
安全な間隔を保つか徐行するように呼び掛ける取組み

出典︓第2次愛媛県自転車新文化推進計画



３．推進計画の構成と検討事項 14

（３）「第3章 岩倉市の自転車利用環境の現状と課題」において検討する事項

視点 検討事項 データ

都市環境

自転車の利用状況
(1)自転車分担率 (2)自転車利用経路

• 第5回パーソントリップ調査
• 住民および学生へのアンケート調査

駐輪環境
(1)駐輪場の利用状況 (2)放置自転車

• 市の調査結果

健 康
健康と運動習慣
(1)健康 (2)運動の実施状況

• 岩倉市健康づくり計画
（健康いわくら21（第2次））

• 住民・学生へのアンケート調査

観 光
観光・イベント
(1)観光資源 (2)レンタサイクルの利用状況

• 愛知県観光レクリエーション利用者統計
• 市観光パンフレット
• レンタサイクルの利用実績
• 利用者へのGPS調査

安全・安心

自転車事故の発生状況
(1)自転車事故 (2)ヒヤリハット

• 県警事故データ
• 住民・学生へのアンケート調査

自転車の利用意識
(1)利用ルールの認知度と順守率 (2)ヘルメットの着用状況
(3)災害時の自転車活用

• 住民・学生へのアンケート調査



４．岩倉市の自転車利用環境の現状と課題 15

（１）岩倉市の現状と課題

■自転車分担率

⚫ 岩倉市は、コンパクトな面積かつ高低差が小さいため、自転車での移動がしやすい。
⚫ 中京圏内の市町村の自転車分担率をみると、岩倉市は第3位に位置しており、自転車の利用率が
高い。

都市環境

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

自
転
車
分
担
率(

%)

第3位 岩倉市 約15％

第2位 名古屋市 約15％

第1位 豊山町 約16％

中京都市圏全体の

自転車分担率は

約10％

出典︓第5回中京都市圏パーソントリップ調査（平成23年）

【自転車分担率※】【市標高断面】

出典︓国土地理院

約10.47㎢

高低差約５mと平坦

【北部地域と南西部地域の標高】

北部

南西部

※代表交通手段（鉄道、バス、自動車、自転車、原付・バイク、徒歩）に占める自転車の割合
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（１）岩倉市の現状と課題

■自転車利用経路

⚫ 住民および学生へのアンケート結果をみると、岩倉駅周辺の路線や隣接する市町へ接続する路線
の利用割合が高い。 ※アンケート調査実施中のため想定で記載

都市環境
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（１）岩倉市の現状と課題

■駐輪場の利用状況

⚫ 鉄道駅周辺に駐輪場が設置されており、特に岩倉駅周辺の駐輪場の利用が多く、約2,000台利
用されている。

⚫ 収容可能台数を超えて利用されている駐輪場もあれば、収容可能台数以下の利用にとどまっている
駐輪場も存在している。

※

※

※民営駐輪場

※収容可能台数︓
駐輪場の面積を、自転車の駐輪に必要な
面積で除して算出

《岩倉駅周辺︓10箇所》
駐輪台数 ︓2,073台
収容可能台数︓2,197台

《石仏駅周辺︓3箇所》
駐輪台数 ︓757台
収容可能台数︓870台

数字︓駐輪台数
（ ）内は収容可能台数

《大山寺駅周辺︓4箇所》
駐輪台数 ︓294台
収容可能台数︓350台

駐輪場
数字︓駐輪台数
（ ）内は収容可能台数

屋根付ラック有

屋根付ラック無

屋根無ラック有
（該当なし）

屋根無ラック無

98

322 337

0

100

200

300

400

500

600

石仏駅西

第２自転車

駐車場

石仏駅西

第１自転車

駐車場

石仏駅東

第１自転車

駐車場

実収容台数 98 322 337

収容可能台数 252 354 264

石仏駅周辺の駐輪場 駐輪台数（R5）（台）

□収容可能台数

都市環境

68 83 85 58

0

100

200

300

400

500

600

大山寺駅西

第１自転車

駐車場

大山寺駅西

第２自転車

駐車場

大山寺駅東

第１自転車

駐車場

大山寺駅東

第２自転車

駐車場

実収容台数 68 83 85 58

収容可能台数 100 50 50 150

大山寺駅周辺の駐輪場 駐輪台数（R5）（台）

□収容可能台数

101
162

267
237

324

135 110

308

36

393

0

100

200

300

400

500

600

岩倉駅

西第１

自転車

駐車場

岩倉駅

西第３

自転車

駐車場

名鉄協

商駐車

場

岩倉駅

西第２

自転車

駐車場

旭跨線

橋下西

自転車

駐車場

岩倉駅

東第１

自転車

駐車場

岩倉駅

東第２

自転車

駐車場

岩倉市

岩倉駅

自転車

駐車場

岩田駐

輪場

旭跨線

橋下東

自転車

駐車場

実収容台数 101 162 267 237 324 135 110 308 36 393

収容可能台数 70 90 440 200 330 100 70 546 50 301

岩倉駅周辺の駐輪場 駐輪台数（R5）（台） □収容可能台数

名鉄協
商駐車

場
駐車場

岩田駐
輪場

岩倉市

岩倉駅

自転車
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（１）岩倉市の現状と課題

■放置自転車

⚫ 放置自転車台数は減少傾向にあり、令和5年度は316台の放置自転車を撤去した。
⚫ 一方で、自転車等放置禁止区域外での撤去台数は横ばい傾向にある。

出典︓放置自転車撤去台数、自転車等放置禁止区域及び市営駐輪場・保管場所位置／岩倉市

都市環境

撤去費用 自転車 1,000円

原動機付自転車 1,500円

出典︓放置自転車対策／岩倉市HP

425 426 

299 
369 

336 

228 216 190 
129 

97 
52 73 

190 
243 

265 

285 

265 

317 

241 
254 

250 

226 

221 
243 

615 

669 

564 

654 

601 

545 

457 444 

379 

323 

273 

316 

0

100

200

300

400

500

600

700

平成24年度平成25年度平成26年度平成27年度平成28年度平成29年度平成30年度平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

（台）
放置自転車の撤去台数

自転車等放置禁止区域内 自転車等放置禁止区域外
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（１）岩倉市の現状と課題

■健康

⚫ メタボリックシンドローム該当者及び予備軍の割合をみると、岩倉市は経年的に増加傾向にある。

出典︓岩倉市健康づくり計画 健康いわくら21（第2次）中間評価／岩倉市HP を加工

15.5
17.6 19.2 17.9 18.1 18.4

10.0
10.4

11.4
10.3 10.3 10.4

25.5
28.0

30.6
28.2 28.4 28.8

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

岩倉市 愛知県

メタボリックシンドローム該当者割合及び予備軍者割合の推移の比較

該当者割合 予備軍者割合
該当者割合（愛知県） 予備軍者割合（愛知県）

増加

健 康

＜健康と自転車利用に関する研究事例＞

〇クルマや電車での通勤よりも、自転車
を利用した方がメタボに起因する心疾
患の発症リスクが減少。

出典︓Health Data File メタボ編／株式会社シマノ
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（１）岩倉市の現状と課題

■運動の実施状況

⚫ 住民へのアンケート結果をみると、健康づくりや余暇活動に自転車を活用している割合は約○○％
と低いものの、興味はあると回答した割合も約○○％ある。

※アンケート調査実施中のため想定で記載

健 康
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（１）岩倉市の現状と課題

■観光資源

⚫ 岩倉市内の観光施設は、鉄道駅周辺に多く位置しており、徒歩や自転車での巡回も可能である。
⚫ また、年間15,000人程度が訪れるイベントが市内で開催されている。

出典︓

令和４年度版
観光パンフレット「いーわ岩倉めぐり」
／岩倉市HP

愛知県観光レクリエーション利用者統計
(2022年)
／愛知県HP

令和四年度
いわくら夏まつり市民盆おどり

来場者数︓15,000人

いわくら市民ふれ愛まつり2022

来場者数︓11,000人

冬の鍋フェスinいわくら 2022

来場者数︓5,200人

観 光
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（１）岩倉市の現状と課題

■レンタサイクルの利用状況

⚫ 市役所でレンタサイクルを無料貸し出ししており、令和5年は延べ153人の方が利用している。

出典︓岩倉市HP

【レンタサイクル概要】

貸出場所

市役所1階 岩倉市観光情報ステーション

貸出時間

平日の午前8時30分から午後5時まで
※受付は午後3時まで
※日付を跨いでの貸出は行っていません。

貸出台数

3台

料金

無料

出典︓岩倉市

58

45

26

24

0 10 20 30 40 50 60 70 80

名古屋市

県外

県内

岩倉市内

（人）
R5 所在別レンタサイクル利用者数（延べ人数）

小牧市・豊明市
一宮市・春日井市 他

計 延べ153人

観 光
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（１）岩倉市の現状と課題

■自転車事故

⚫ 岩倉市の自転車事故死傷者数は、人⼝千人あたりでみると愛知県平均よりも約8割多く、愛知県
内でワースト3位の状況である。

岩倉市は千人当たりの自転車事故死傷者数が
愛知県平均より多く、県内でもワースト3位の状況であり、

自転車に対する安全対策が求められる

出典︓交通事故統計情報のオープンデータ（2022年）/警視庁HP
あいちの人⼝（愛知県人⼝動向調査結果）2022年12月1日現在/愛知県HP
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ワースト3位

約8割
多い

愛知県平均
0.79

（人／千人）

安全・安心
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出典︓交通事故統計情報のオープンデータ（2019年～2022年）/警視庁HP

（参考）自転車事故の発生箇所 安全・安心
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（１）岩倉市の現状と課題

■ヒヤリハット

⚫ 住民および学生へのアンケート結果をみると、幅員の狭い路線や車両が多く通行する路線などで危
険を感じたという意見が多い。 ※アンケート調査実施中のため想定で記載

安全・安心



４．岩倉市の自転車利用環境の現状と課題 26

（１）岩倉市の現状と課題

■利用ルールの認知度と順守率

⚫ 住民および学生へのアンケート結果をみると、利用ルールの認知度は約○○％と高いが、順守率は
約○○％と低い状況である。 ※アンケート調査実施中のため想定で記載

安全・安心
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（１）岩倉市の現状と課題

■ヘルメットの着用状況

⚫ 住民および学生へのアンケート結果をみると、ヘルメット着用の努力義務化の認知度は約○○％と
高いが、着用率は約○○％と低い状況である。 ※アンケート調査実施中のため想定で記載

安全・安心
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（１）岩倉市の現状と課題

■災害時の自転車活用

⚫ 住民へのアンケート結果をみると、約○○％が災害時に自転車を活用しようと考えている。
※アンケート調査実施中のため想定で記載

安全・安心
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自転車の利用状況
⚫ 自転車分担率が高い（中京圏内で第3位）
⚫ 岩倉駅周辺の路線などの利用割合が高い

健康と運動習慣
⚫ 健康づくりや余暇活動への自転車活用の割合が低い

観光・イベント
⚫ 徒歩や自転車で巡回できる範囲に観光施設が存在している
⚫ レンタサイクルの利用者数は年間約150人

自転車事故の発生状況
⚫ 人⼝千人あたりの自転車事故死傷者数は愛知県平均より

も約4割多く、県内でワースト3位

現状の課題
（仮）

基本方針
（検討中）

目標
（仮）

だ
れ
も
が
安
全
で
快
適
に
楽
し
く
自
転
車
で
つ
な
が
る
ま
ち

豊
田

自
転
車
が
「
ス
マ
ー
ト
」
に
走
る
ま
ち

と
よ
は
し

自
転
車
で
新
し
い
く
ら
し
を
育
む
ま
ち

お
か
ざ
き

自転車交通の
役割拡大による
良好な都市環境の

形成
駐輪環境
⚫ 駐輪場の利用が一部の施設に偏在している
⚫ 自転車等放置禁止区域外での撤去台数は横ばい傾向

自転車の利用意識
⚫ 自転車の利用ルールの認知度は高いが、順守率は低い
⚫ 約○○％が災害時の自転車活用を考えている

自転車を活用した
健康で幸せな
社会の実現

サイクルツーリズムの
促進による

にぎわい環境の創出

自転車事故のない
安全で安心な
社会の実現

他都市の事例
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自転車通行空間の整備形態 都市環境

出典︓安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（R6.6，P.Ⅰ-10）

整備形態 整備イメージ

自転車道

自転車と自動車を構造物により分離する

自転車専用
通行帯

車道内で自転車と自動車の通行帯を分離する

車道混在

車道混在とする
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（１）自転車通行空間の整備（自転車ネットワーク計画）

○ネットワーク機能を考慮した路線
○整備路線の整備形態と道路断面構成

出典︓安城市自転車活用推進計画 P59、66

自転車通行空間の整備形態は、「安全で快適な自転車利用環境創出
ガイドライン」と同様、以下の3つの形態に分類され、下図を基本的な道路
断面構成として検討する。

安城市：自転車通行空間の整備

都市環境
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視点①安全性の向上
自転車関連事故が多い路線を選定

(データ)
県警事故データ、アンケート調査結果

視点②自転車通学路
学生の自転車通学の対象路線を選定

(データ)
通学路

視点③自転車需要
自転車利用の多い路線を選定

(データ)
アンケート調査結果

視点④自転車ネットワークの連続性
連続性の確保に必要な路線を選定

(データ)
愛知県の自転車活用推進計画 等

安
全
性

需
要

連
続
性

岩倉市においても安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインを参考に、自転車ネットワーク計画
を策定する。 「安全性」「需要」の視点および「連続性」を考慮して整備候補路線を選定する。

（１）自転車通行空間の整備（自転車ネットワーク計画）

市内の事故発生位置

通学路（例︓岩倉中学校）

都市環境

出典︓交通事故統計情報のオープンデータ
（2019年～2022年）/警視庁HP

出典︓学校提供情報
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（１）自転車通行空間の整備（自転車ネットワーク計画） 都市環境

愛知県の自転車活用推進計画で緊急対策箇所に指定されている路線との連続性についても考慮のうえ
整備候補路線を選定

計画標準横断図（一般県道小⼝岩倉線）

出典︓愛知県自転車活用推進計画 付図資料出典︓愛知県一宮建設事務所提供資料
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規制速度や自動車交通量から望ましい整備形態を設定し、幅員等から整備の実現性を加味して決定
する。

（１）自転車通行空間の整備（自転車ネットワーク計画） 都市環境

出典︓R3道路交通センサス，岩倉市道路台帳

整
備
計
画
区
間

■整備形態の選定
規制速度や自動車交通量から望ましい整備形態を選定

■実現性の加味
幅員を確認し、暫定形態も含めた自転車通行空間創出
の可能性を検討
（自転車専用通行帯の幅員1.5mの創出可能性 等）

出典︓安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（R6.6，P.Ⅰ-9）
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（２）自転車等駐車場の整備推進

岡崎市：施策② 自転車等駐車場の整備推進

出典︓岡崎市自転車活用推進計画 P36、37

図 ICタグゲートシステムを採用した
市営南草津駅自転車駐車場（資料︓草津市）

図 岡崎市自転車等駐車場分布（資料︓岡崎市（令和元年））

図 自転車等駐輪場内の取締り（資料︓岡崎市）

図 路上における取締り（資料︓岡崎市）

・自転車等駐車場以外に駐輪された放置自転車の取締まりについて実施。
・LOT技術を活用したＩＣタグゲートシステムによる駐輪管理の効率化。

都市環境⇒岩倉市では引き続き自転車駐車場の設置や
改良を実施予定



６．施策 36

（３）企業と連携した自転車通勤の促進

出典︓岡崎市自転車活用推進計画 P42

岡崎市：施策⑦ 企業と連携した自転車通勤の促進

・市内企業と連携して自転車通勤を促進する方策について検討
・自転車通勤に取組む企業への支援方針についても検討

健 康



６．施策 37

（４）サイクルシェアの普及促進

出典︓岡崎市自転車活用推進計画 P40

岡崎市：施策⑤ サイクルシェアの普及促進及び公共交通

観 光



６．施策 38

（５）自転車を利用した観光の推進

刈谷市：施策2-2 自転車を利用した観光の推進

出典︓刈谷市自転車活用推進計画 P38

レンタサイクル事業の推進及び観光行動における自転
車利用の広報を通じて、自転車を利用した観光振興
を推進。

資料︓刈谷市駅前観光案内所ホームページ

【観光案内所でのレンタサイクル】

○レンタサイクル事業の推進

○自転車を利用した観光に関する広報

【観光マップ】

観 光



６．施策 39

（６）子ども自転車教室の開催

出典︓安城市自転車活用推進計画 P41

安城市：施策⑥ 自転車を活用した健康づくりの推進

安全・安心⇒岩倉市では江南警察署と協力して
交通安全教室を実施中



６．施策 40

（７）自転車の安全利用の啓発

刈谷市：施策3-1 自転車の安全利用の啓発

自転車の交通ルールの周知やマナー向上など、自転車の安全利用に関する意識向上を図る。

○自転車利用のルール・マナーの啓発

出典︓刈谷市自転車活用推進計画 P43

自転車の安全利用の意識向上に向け、市民だより、ホームページにおける広報や自転車駐車場等での
啓発活動を行う。

安全・安心⇒岩倉市では広報などにより自転車利用のルールや
マナーの啓発活動を実施中



６．施策 41

（７）自転車の安全利用の啓発

愛媛県：施策４-(1) 自転車安全利用の普及・啓発
施策４-(2) ドライバー等への普及・啓発

出典︓第2次愛媛県自転車新文化推進計画 P23,24

安全・安心

○「命を救うヘルメット」の普及・促進 ○思いやり1.5ｍ運動の啓発

ヘルメット着用の推進や思いやり1.5ｍ運動など、自転車の安全利用に関する意識向上を図る。

⇒岩倉市では児童と高齢者に自転車乗車用
ヘルメットの購入補助を実施中



６．施策 42

（８）災害時の自転車利用の推進

刈谷市：施策2-6 災害時の自転車利用の推進

自転車が持つ機動性を活かして、大規模災害発生時等における自転車利用を推進。

（一財）青森県教育厚生会ホームページ

○災害時の自転車利用の推進

出典︓刈谷市自転車活用推進計画 P42

災害発生時において、公共交通機関や自家用車が利用できない場合を想定して、自転車による参集訓練
の取組を進める。

○災害時の避難手段としての自転車利用の検討

災害発生時における避難手段として自転車の有効性について検討を進める。

安全・安心
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• 第2回の検討委員会は11月頃の開催を予定し、パブリックコメントへ諮る推進計画の素案についての議論
を予定する。

令和6年 令和7年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

自転車利用環
境の現状と課題

基本方針と
計画目標

施策と実施スケ
ジュール

計画の推進体
制およびフォロー
アップ方法

検討委員会の
開催

第1回
(8/5)

第2回
（仮）

第3回
（仮）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
１
月
下
旬
～
2

月
中
旬
頃
）

計
画
の
公
表
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